
リム振れ取り台 TRUE-PRO 2 取り扱い説明書

　このたびはリム振れ取り台「TRUE-PRO 2」をお
買い求めいただきましてありがとうございます。
　TRUE-PRO 2の支柱は左右が連動して動く構造に
なっており，前輪と後輪などハブ幅の異なるホイー
ルをセットしても，リムはほぼ同じ位置に保持され
ます。そのためホイールを取り替える都度，ゲージ
位置を大きく変える必要はありません。
　新設計の測定ゲージはホイールの縦振れと横振れ
を簡単に素早く測定することができます。
　完全折りたたみ式の本体は，収納や移動の際にも
場所を取らず手軽に扱えます。

　ご使用前にこの取扱説明書を最後までしっかりと
お読みください。またすぐに参照できるよう，常に
手元に保管しておいてください。

注意していただきたいこと!

• TRUE-PRO 2 は振れ取り台です。展示台や室内
練習機など他の用途には使用しないでください。

• 支柱の左右連動機構は 100％完璧ではありません。
より正確なセンター合わせ作業のためには，別途
センターゲージを併用してください。TRUE-PRO 
2 のみを使うことでのホイールの左右対称性につ
いては，弊社が保証するものではありません。

• 軸受けがハブ軸に対して直角になることを常に意
識してホイールをセットしてください。軸受けが
傾いていると，右または左にずれたホイールに仕
上がってしまいます。
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各部の説明

• 支柱
左右の支柱は本体内で連結しており同時に動くよう
になっています。支柱を開いたり閉じたりするとき
は，両手で両方の支柱を持って操作してください。

• 軸受け
軸受けは左右ともその角度を変えることができるよ
うになっています。これは，異なった幅のハブで
も常に軸受け同士が平行を保つようにするためです
（図 A）。
最適な結果を得るためにも，ハブ軸は軸受けの最も
深いところにまで差し込まれることが重要です。
ハブと軸受けとは必ず直角にセットしてください。
もし片方が浮いてしまっているとホイールが傾き，
正しい結果が得られなくなります。

軸受け

支柱

脚
本体固定用ノブボルト

ゲージ
ステー

( 図 A)

軸受けに載せたホイールは，最後にクイックレバー
を締め付けるまで下向きに押さえ続けておき，浮
いたり傾かないように注意してください。振れ取り作業は

ユーザの自己責
任で行なってく
ださい。

!



• 縦振れ測定ゲージ
縦振れ測定ゲージは，車輪の縦方向の振れを測定し
ます。回転しているホイールが測定ゲージに接触す
ると音がして分かります。

縦振れ測定ゲージの位置を調整するには，調整ノブ
を回して行ないます。（図 B)

縦振れ測定ゲージはまずリム端面から１〜２mmほ
ど離れたところにセットします。（図 C)
もし振れがもっと大きいときはもう少し離します
が，作業が進むにつれて徐々に近づけていきます。

もしタイヤ付きホイールを TRUE-PRO 2にセット
する際は，縦振れ測定ゲージを手で下向きに折りた
たむこともできます。（図D)

( 図 B)

振れ取り測定時の
ポジション

カーボン製など素材の軟らかいリムに傷を付けたく
ない場合には，縦振れ測定ゲージ先端の金属パーツ
を取り外すこともできます。
しかしその際はゲージが接触する音が小さくなって
聞き取りにくくなってしまいますので，できれば取
り付けたままにしておくことをお勧めします。

• 横振れ測定ゲージ
横振れ測定ゲージは，車輪の水平方向の振れを測定
します。回転しているホイールがゲージに接触する
と音がして分かります。

横振れ測定ゲージの位置を調整するには，調整ノブ
を回して行ないます（図 B)。
このときアームは左右同時に開閉します。

横振れ測定ゲージは，まずリム側面から１〜２mm
ほど離れたところにセットします。（図 C)
もし振れがもっと大きいときはもう少し離します
が，作業が進むにつれて徐々に近づけていきます。

もし既にお使いのリムに最適な幅に横振れ測定ゲー
ジがセットしてあるが，しかしタイヤ付きホイー
ルの横振れだけを測定したい場合には，アームを手
動で開くことで素早くセットができるようになりま
す。アームは片方ずつ開くことができます。（図 E)

( 図 C)

折りたたみ式
縦振れ測定ゲージ
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( 図 D)

操作方法

( 図 E)



カーボン製など素材の軟らかいホイールを傷つけた
くない場合には，横振れ測定ゲージ先端の金属爪を
収納することができます。
収納するにはネジを緩め，金属爪を回転させて向き
を変えてから再び締め込みます。（図 F)
このときリムがゲージに接触する音は小さくなり聞
き取りにくくなるので注意してください

通常位置
（金属爪が飛び出ている）

カーボンリム用の位置
（金属爪が格納されている） ( 図 F)
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収納のしかた

TRUE-PRO 2は持ち運びやすく小さく収納できるよ
うに，完全折りたたみ式の設計になっています。
折りたたむには以下の手順で行ないます。

１．横振れ測定ゲージをできるだけ狭く閉じます。
２．固定用ノブボルトを緩めます。
３．支柱を閉じます。
４．ゲージ本体を下向きに折りたたみ，支柱の方に

寄せます。
５．脚を回転させてゲージステーに密着させます。
６．固定用ノブボルトを締め込んで固定します。

!
折りたたむ際には，本体や脚やゲージ
ステーで指などを挟まないように注意
してください。

Ｔゲージの使い方

( 図 G)

( 図 H)

TRUE-PRO 2のキッ
トには Tゲージが標準添

付されています。
Ｔゲージは，ホイールをできる

だけ左右対称に調整できるように
するため，TRUE-PRO 2のゲージが
正しく支柱の中心にセットされてい

( 図 I)

Ｔゲージを
セットした状態

Ｔゲージもホイールと同じように，軸受け深くに
セットし，傾かないようにしなければなりません。
またＴゲージのシャフトと軸受けとは左右いずれも
直角でなければなりません。

装着するには，支柱の間隔を調整した後，ノブナッ
トを緩め，軸受けにセットしてから，上から押さえ
つけながらノブナットを軽く締め付けます。
　＜注意＞Ｔゲージは固定されません。

Ｔゲージを下向きに押さえつけたまま回転させて測
定ゲージに近づけ，横振れゲージ先端とＴゲージの
バーとの間隔を見ます。もし左右の隙間が同じであ

!
支柱で横振れゲージを挟み込まないで
ください。落としたときの衝撃などで
樹脂製のゲージアームが折れてしまう
恐れがあります。

るかどうかを確認するためのツールです。

Ｔゲージは，ホイールを装着する都度，実際に作業
を行なう場所にあらかじめゲージを移動させておい
てから，その場所で使用してください。

T ゲージ



れば，TRUE-PRO 2のゲージは正しくセンターに位
置していることになります。（図 J)

この隙間を
測定する

( 図 J)

もし片方が広くもう片方が狭い場合は，ゲージ本体
がずれてしまっています。以下の手順にしたがって
調整を行なってください。

( 図 K)

１．ゲージ本体をゲージステーに止めている２本の
ボルトを４mmの六角レンチで緩めます。（図K)

２．ゲージ本体を左右に動かして，Ｔゲージと横振
れ測定ゲージとの隙間が左右とも同じになるよ
う調整します。

３．場所が決まったら再びボルトをしっかりと締め
付けます。

　　締め込みの最後でゲージがずれる恐れがありま
すので，手でゲージを保持したままボルトを締
めてください。

!
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支柱を前後方向に動かしたり，セットし
たホイールを横向きに押したりすると，
TRUE-PRO2 全体が歪んでセンター位置
がずれてしまいます。支柱は必ず両手で
持ち，左右方向だけに動かしてください。

オフセット調整について

( 図 L)

まず最初に，ホイールの振れを取るにはまず横振れ
よりも縦振れを先に解決すべきだということを理解
しておいてください。特に「オフセット」と呼ばれ
る特殊な方式を採る後輪においてはなおさらです。

オフセット状態
（おちょこ状態）

前輪においては左右の方向性を考えることなく，す
べてのスポークを均等に締め上げていくだけなので
簡単ですが，後輪においてはオフセットという方式
を考えなければなりません。

後輪を真後ろから見ると，左右のスポークがそれぞ
れ異なる角度で立ち上がってきていることに気付く
でしょう。（図 L)
リアハブは左右対称ではなく，左側のフランジはハ
ブの中心から離れており，逆に右側のフランジは中
心近くに位置しています。なぜならリアハブの右側
には変速機のギアが取り付けられる特別のスペース
が必要だからです。しかし正しいバランスを得るた
めには，タイヤの位置はホイールの中心線上に来な
ければなりません。このような特殊な組み方を「オ
フセット（おちょこ）」と呼びます。

オフセットされたホイールにおいては，右側のス
ポークの方が左側より垂直に近く立ち上がっている
ため，ほとんどすべての荷重を右側のスポークだけ
で受け持ちます。だからオフセットさせるには右側
のスポークにかかるテンションの方が左側よりも重
要になるわけです。
右側スポークが正しく調整されてさえいれば，将来
的にもホイールは安定しやすくなります。左側は単
にその手助けをしているだけなのです。

さらに，ニップルは締め込んでいくだけで，決して
緩めてはいけないということも理解しておかなけれ
ばなりません。
なぜならニップルはアルミや真鍮といった軟らかい
素材でできているため，そのネジ強度は思ったより
も弱いからです。無理をさせてはいけません。



ニップルを回すには完全に正しいサイ
ズのニップルレンチを使用しなければ
なりません。
ニップルは軟らかいため，特にアルミ
製ニップルにおいては，もし誤ったサ
イズのレンチを使用するとすぐになめ
てしまい，その後の作業が一切できな
くなってしまいます。
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縦振れの取り方の例

３mm以内の縦振れであればそれほど走行に悪影響
を及ぼすわけでもないので，特別な調整はあまり必
要ではありません。
しかしよりスムースなライディングのため限りなく
ゼロに近づけていきたい場合は，以下の手順を根気
よく繰り返し行なっていく必要があります。

縦振れを取るには左右のスポークのニップルを均等
に締め上げていくことが原則です。
１．
まず TRUE-PRO 2にホイールをセットし，縦振れ
測定ゲージをリムの端面に１〜２mmまで近づけま
す（最初から接触させてはいけません）。

２．
ホイールをゆっくりと回し（早く回す必要はありま
せん）縦振れ測定ゲージとリムとの隙間を観察しま
す。間隔は広くなったり狭くなったりします。接触
すれば音がします。

３．
縦振れが始まっているところと終わっているところ
の２カ所のスポークに，目印のテープなどを貼って
おきます。

４．
目印と目印との間のスポークを次の３つのグループ
に分けます。（図M)

A

B

C

B

A
( 図 M)

グループ A：　縦振れの始まりと終わりにある３本
またはそれ以下のスポーク

グループ B：　目印の中心を除いた，グループ Aと
の間の３本もしくはそれ以下のス
ポーク

グループ C：　目印の中心にある１本もしくは２本
のスポーク

５．
もしリムが外側に向かって振っている場合は，左右
両方のスポークのニップルを締め込んでいきます。
もしリムが内側に向かって振っている場合は，ニッ
プルを緩めるのではなく，そこより離れているニッ
プルを締め込んでいきます。ニップルは軟らかいの
で，テンションがかかった状態のまま緩めるとすぐ
にネジ山が壊れてしまうからです。

６．
ニップルは以下のように締め込んでいきます。
	 • グループ A：およそ 1/8 回転
	 • グループ B：およそ 1/4 回転
	 • グループ C：およそ 1/2 回転
そしてもう一度縦振れを測定してみます。
まだ振っているようであれば作業を繰り返します。

もしニップルを締め込んでいくときに何か
不自然な音が聞こえたり，細い糸くずのよ
うなものがニップルから出てきたとしたら，
それはもうそのニップルが壊れる寸前の状
態であることを意味します。
このとき音を消すためにオイルなどを塗布
することは絶対に行なわず，早急に新しい
ニップルに交換してください。

!

!

横振れの取り方の例

２mm以内の横振れであればそれほど走行に悪影響
を及ぼすわけではないので，特別な調整は不要です。
しかしより効果的なブレーキングのために限りなく
ゼロに近づけたい場合は，以下の手順を根気よく，
繰り返し行なっていく必要があります。

１．
ホイールを TRUE-PRO 2にセットし，横振れ測定
ゲージをリム側面に１〜２mmまで近づけます。
このときリムに接触させてはいけません。

!

ニップルは一度に 1/2 回転以上は回さない
でください。リムの振れ取りは少しずつ進
めていかなければなりません。
さもないとホイール全体のテンションバラ
ンスが完全に崩れてしまいます。



２．
ホイールをゆっくりと回し（早く回す必要はありま
せん）横振れ測定ゲージとリムとの隙間を観察しま
す。間隔は広くなったり狭くなったりします。接触
すれば音がします。

３．
横振れが始まっているところと終わっているところ
の２カ所のスポークに，目印のテープを貼っておき
ます。

４．
目印と目印との間のスポークを以下の３つのグルー
プに分けます。（図M)

グループ A：　縦ぶれの始まりと終わりにある３本
またはそれ以下のスポーク

グループ B：　目印の中心を除いた，グループ Aと
の間の３本もしくはそれ以下のス
ポーク

グループ C：　目印の中心にある１本もしくは２本
のスポーク

５．
もしリムが右側に向かって振っている場合は，左側
のニップルを締め込んでいきます。
右側のニップルを緩めるわけではありません。
ニップルは軟らかいので，テンションがかかった状
態のまま緩めるとすぐにネジ山が壊れてしまうから
です。

６．
ニップルは以下のように締め込んでいきます。
	 • グループ A：およそ 1/8 回転
	 • グループ B：およそ 1/4 回転
	 • グループ C：およそ 1/2 回転
そしてもう一度横振れを測定してみます。まだ振っ
ているようであれば作業を繰り返します。

もしニップルを締め込んでいくときに何か
不自然な音が聞こえたり，細い糸くずのよ
うなものがニップルから出てきたとしたら，
それはもうそのニップルが壊れる寸前の状
態であることを意味します。
このとき音を消すためにオイルなどを塗布
することは絶対に行なわず，早急に新しい
ニップルに交換してください。

!

!

ニップルは一度に 1/2 回転以上は回さない
でください。リムの振れ取りは少しずつ進
めていかなければなりません。
さもないとホイール全体のテンションバラ
ンスが完全に崩れてしまいます。
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お問い合わせ先
※お問い合わせの前に，まず購入されたショップに

ご相談ください。

製品保証規定について

１．この TRUE-PRO 2（以下「商品」と呼ぶ）を新品・
未開封の状態で，弊社の正式な認可を受けた販売店・イン
ターネットショップ・メールオーダーからご購入されたお
客様（以下「正規ユーザ」と呼ぶ）のみが，弊社の規定す
る保証を受けられます。保証期間は最大５年間です。

２．店頭・インターネットオークション・個人売買などい
かなる方法によって入手されたとしても，一切の中古商品
に関しては弊社の保証は受けられません。ただし弊社が妥
当と判断したケースは除きます。

３．正規ユーザは購入を証明するレシートを保管しなけれ
ばなりません。また保証を受けるには，そのレシートのコ
ピーをクレーム報告書とともに弊社に提出しなければな
りません。

４．保証はレシートに記載されている購入日から起算しま
す。もしレシートのコピーが提出できない場合には，弊社
が当該商品の想定生産日から起算する権利を有します。

５．すべてのユーザは，自然摩耗，ユーザによる誤った使
用，弊社の認可を受けない分解・改造，また取扱説明書に
記載されている以外の使用に基づく不具合に関しては，一
切の保証を受けられません。
また商品を使用したことに対する一切の不利益に関して
も，弊社ではその責を負いません。

６．商品輸送に起因する破損・部品欠品などのトラブルに
関しては，弊社はその責を負わず，ユーザが自ら運送会社
と交渉することとします。

７．補修部品の保有期間は最大限度で当該商品の最終生産
月から５年間としますが，弊社の都合により期間を短縮す
る，あるいは代替え品に換える場合もあります。

８．保証は有償・無償にかかわらず，修理または商品交換
や代替品での交換をもって替えさせていただきます。現金
による払い戻し・買い取りなどの弁済行為には一切応じま
せん。

詳しくは，商品に添付の「製品保証規定」カードをご参照
ください。

株式会社 箕浦　カスタマーサービス
	 〒 503-2305
	 岐阜県安八郡神戸町神戸 1197-1
	 Phone:	 (0584) 27-3132
	 Fax:	 (0584) 27-4258
	 Email:	 infodesk@minoura.jp
	 URL:	 www.minoura.jp
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TF-1:	 本体
TF-2:	 軸受け
TF-3:	 脚
TF-4:	 ロック用ノブボルト

TG-1:	 ゲージ本体
TG-2:	 縦ぶれ測定ゲージ
TG-3:	 縦ぶれ測定ゲージ板
TG-4:	 右側アーム
TG-5:	 左側アーム
TG-6:	 横ぶれ測定ゲージ金具
TG-7:	 上部カバー
TG-8:	 右側スプリング（CP）
TG-9:	 左側スプリング（黒）

True-Pro 2 構造図
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部品名


